
 
 

 

 

要 望 活 動 報 告 書 

 

 

 

 

実 施 日 

  

令和３年１０月２９日（金）付け 

 

要 望 者 郵送により、要望書を提出しました。 

要 望 先 

【東日本旅客鉄道株式会社】 

・本社（東京都） 

・仙台支社（宮城県仙台市） 

・仙台支社 福島支店（福島県福島市） 

・新潟支社（新潟県新潟市） 

要 望 事 項 

 

「会津を拓く重点要望事項」 

・鉄道の充実・強化について 

※詳細につきましては、要望書をご覧ください。 

 



東日本旅客鉄道株式会社 

      様 
 

「会津を拓く重点要望事項」 

 

 

 

 

 

 

会津総合開発協議会 

【 構 成市 町村 】 

会 津 若 松 市    猪 苗 代 町    三 島 町 

喜 多 方 市     北 塩 原 村    金 山 町 

下 郷 町    西 会 津 町    昭 和 村 

檜 枝 岐 村    会 津 坂 下 町    会 津 美 里 町 

只 見 町    湯 川 村    南 会 津 町 

磐 梯 町    柳 津 町  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙の「   」は昭和４７年公募により制定された会津総合開発協議会の

シンボルマークです。 
 

会津総合開発協議会は、誇りうる郷土会津の輝ける明日を拓くため、「会津はひとつ」の理念の

もと、昭和 38 年に当時の全会津 28市町村が集結し結成した団体です。これからも、郷土愛と地

域開発へのあふれる情熱、そして各市町村の強固な結束力を糧として、郷土の発展を願い活動し

てまいります。 

 



 

要 望 書 
 

会津地方の振興につきましては、日頃より特段の御高配を賜り、厚く御礼申

し上げます。 

豊かな自然と歴史、文化に恵まれた会津地方は、全国有数の観光地であると

ともに、高速交通時代に対応した磐越自動車道や会津縦貫北道路、そして日本

で最初のコンピュータ理工学を専門とする会津大学など、先人たちが築きあげ

てきた貴重な財産があります。 

その一方、会津地方における少子化・高齢化は加速度的に進行しており、社

会保障費の増大や地域社会の活力の低下、依然として継続している原子力発電

所事故の風評被害、さらには、新型コロナウイルス感染症の影響など、地域課

題が山積し、コロナ禍を契機に社会全体が大きく変化している中、「新たな日常」

へ向けたデジタル化の推進など、地方においても自らを改革していく必要があ

ります。 

このような中、住民が安心・安全に暮らせる生活基盤を整備するとともに、

地域資源を活かした活力ある産業を創出し、豊かで美しい自然や伝統文化の継

承を通して魅力ある地域社会を実現するためには、市町村はもとより、国県を

はじめとする関係機関、さらには地域住民との連携・協力のもと、多種多様な

施策の展開が求められております。 

つきましては、各種施策の実行と予算の確保にあたり、特段のご支援、ご高

配を賜りますよう、全会津 17 市町村の首長並びに議会議長により組織する会津

総合開発協議会として強く要望するものであります。 

 

令和３年１０月２９日 

会 津 総 合 開 発 協 議 会 

会長 会津若松市長 室 井 照 平 



会津総合開発協議会 会員名簿 

 

 

（ 市町村長 ）                （ 市町村議会議長 ） 

 

会津若松市長    室 井 照 平       会津若松市議会議長   清 川 雅 史 

 

喜多方市長     遠 藤 忠 一       喜多方市議会議長     

 

下郷町長      星     學       下郷町議会議長     小 玉 智 和 

 

檜枝岐村長     星   明 彦       檜枝岐村議会議長    星   松 夫 

 

只見町長      渡 部 勇 夫       只見町議会議長     大 塚 純一郎 

 

磐梯町長      佐 藤 淳 一       磐梯町議会議長     鈴 木 久 一 

 

猪苗代町長     前 後   公       猪苗代町議会議長    渡 辺 真一郎 

 

北塩原村長     遠 藤 和 夫       北塩原村議会議長    小 椋   眞 

 

西会津町長     薄   友 喜       西会津町議会議長    清 野 佐 一 

 

会津坂下町長    古 川 庄 平       会津坂下町議会議長   水 野 孝 一 

 

湯川村長      三 澤 豊 隆       湯川村議会議長     斎 藤 賢 一 

 

柳津町長      小 林   功       柳津町議会議長     伊 藤 昭 一 

 

三島町長      矢 澤 源 成       三島町議会議長     青 木 喜 章 

  

金山町長      押 部 源二郎       金山町議会議長     五ノ井 義 一 

 

昭和村長      舟 木 幸 一       昭和村議会議長     馬 場 政 之 

 

会津美里町長    杉 山 純 一       会津美里町議会議長   谷 澤 久 孝 

 

南会津町長     大 宅 宗 吉       南会津町議会議長    室 井 嘉 吉 
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「暮らしの安心・地域活性化」を創出するための要望 

 

鉄道の充実・強化について 

 

 

会津地方は国土縦走型の交通体系から離れた地域にあるため、鉄道交通の利便性強化

が強く求められております。会津地方は国土縦走型の交通体系から離れた地域にあるた

め、鉄道交通の利便性強化が強く求められております。 

当地方においては、ＪＲ磐越西線、ＪＲ只見線、会津鉄道会津線、野岩鉄道会津鬼怒

川線が運行し、通勤や通学、さらに高齢者の買物や通院のための移動手段として利用さ

れ、運行本数の増加等、更なる利便性の向上が求められております。 

さらに、当地方を訪れる観光客やビジネス客からは、高い速達性や定時性、車両空間

の快適性なども求められており、今後も生活路線と観光路線の両面での強化が必要であ

ります。 

つきましては、当地方において重要な役割を担っている鉄道の充実・強化につきまし

て、下記のとおり要望いたします。何卒、特段の御配慮を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 

 

記 

 

１ ＪＲ磐越西線について 

（１）磐越西線の利便性と快適性を向上させるため、リクライニングが可能な指定座席

を増設すること。 

（２）運行時間の短縮や運行本数の増加が図られるよう、一部区間の複線化について検

討すること。 

（３）東北・上越両新幹線を結ぶ観光ルート開発のため、郡山～新潟間に特急列車の運

行を図ること。 

（４）接続ダイヤの改正等、所要時間の短縮に向けた取組を継続して行うこと。 

 

２ ＪＲ只見線について 

（１）早期の全線開通を図ること。 

（２）ＳＬ及びトロッコ列車などイベント列車の運行を継続すること。 

（３）運転本数の現状維持と利用しやすいダイヤの編成を図ること。 

特に、令和４年度には、福島県立大沼高等学校と坂下高等学校の統合による利用

者の増加等も予想されていることから、地域の実情を十分に踏まえ、ダイヤの増便

又は改正、車両追加などにより利便性の向上を図ること。 
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（４）同線は、並走する国道 252 号の一部が冬期通行止めとなることからも、豪雪に十

分対応できる鉄道路線として安全・定時運行を確保し、防雪施設・除排雪車両の整

備に万全を期すこと。 

（５）海外に向けて、只見線から見える絶景など魅力の発信を強化し、利用促進につな

げること。 

（６）同線は、観光路線として高い評価を得ていることから、郡山駅や新潟駅から会津

川口駅までの直通など、リゾート列車の運行を検討すること。 

（７）上越新幹線浦佐駅への直通乗り入れ及び当該直通列車に係る上越新幹線への乗り

継ぎの円滑化を図ること。 

 

３ 第三セクター会津鉄道・野岩鉄道について 

（１）ＪＲ喜多方駅における会津鉄道快速列車の運行本数の増加に努めるとともに、野

岩鉄道並びに東武鉄道との連携のもと、鬼怒川温泉駅発新宿駅乗入れ特急列車の運

行本数の増加と自由席の連結、並びに接続ダイヤの充実に努めること。 

（２）「お座トロ展望列車」等、イベント列車の喜多方駅乗り入れを更に増加し、喜多

方駅～鬼怒川温泉駅間についても紅葉シーズン等、定期的運行の実現に努めること。 


